
資料２－３－１ 

 

山岳トイレ技術分野の 

進捗状況及び今後の予定について 

 

1． 平成17年度の進捗状況 

 

（1） ワーキンググループ（ＷＧ）開催状況等 

１７年  ５月２４日～６月３日 実証運営機関の公募 

今年度、ＷＧ検討会は５回程度開催する予定                    

       

（ＷＧ検討員名簿は資料２-３-２参照） 

 

（2） 実証機関における実証試験の進捗状況等 

① 長野県(１６年度から継続)   

○ 実証対象技術：生物(好気性)・土壌処理方式 

       実証試験再開。 

② 静岡県(１６年度から継続)   

○ 実証対象技術：生物処理方式(かき殻を利用した浄化循環式トイレ) 

      実証試験再開。 

③ 神奈川県(１６年度から継続) 

○ 実証対象技術：土壌処理方式 

          実証試験再開。  

④ 富山県(１６年度から継続) 

○ 実証対象技術:コンポスト処理方式 

実証試験再開。    

 

2. 今後の予定 

 ・実証試験要領の改訂。 

・実証機関の公募、選定。 

 

3. その他  

  実証試験の効率化に向けた小委員会での検討結果 

(1) 申請資料の充実 

(2) 試験場所の条件緩和 

(3) 試験期間の見直し 

(4) 室内環境計測の簡素化 

(5) 分析方法の一部簡素化 

(6) 試料採取回数の見直し 

(7) 越冬試験の簡素化 


